
行政の窓

道産ＣＬＴの利用拡大に向けた取組について

ＣＬＴは、これまで木造ではできなかった中高層建築での木材利用を可能とするなど、木材の需要を一

層拡大することが期待される建築材料です。

国では、「日本再興戦略」などで、林業の成長産業化に向けて、新たな木材需要を創出するためＣＬＴ

の普及を進めることとしており、平成28年にはＣＬＴの建築関係基準を告示するとともに、内閣官房副長

官を議長とした、「ＣＬＴ活用促進に関する関係省庁連絡会議」を設置し、関係省庁が横断的にＣＬＴの

活用促進に向けた取組を進めています。

道では、平成29年3月に策定した「道産ＣＬＴ利用拡大に向けた推進方針」に基づき、10年後のＣＬＴ生

産量50千m3を目指して、需要の創出・拡大と供給体制の整備に向けた取組を計画的に進めることとしてい

ます。

このような中、今年2月には、北見市の協同組合オホーツクウッドピアが、道内初のＣＬＴ生産工場とし

てＪＡＳ認定を受け、道産ＣＬＴの生産を始めるとともに、知内町では、オホーツクウッドピアで製造さ

れるＣＬＴを使った３階建ての地域産業担い手センターの建設が始まるなど、道産ＣＬＴの利用拡大に向

けた動きが進んでいます。

【平成29年度の道の取組】

道では、今年度、公共施設等でＣＬＴの建築事例を積み重ねながら、設計・施工技術の蓄積を図るとと

もに、設計や構造計算方法などに関する研修会を開催し、ＣＬＴ建築を設計・施工できる技術者の育成を

図るほか、多くの道民がＣＬＴを見たり触れたりできる展示物の設置や、道産ＣＬＴの可能性を幅広く周

知するセミナーの開催など、需要の創出に向けた取組を進めています。

また、ＣＬＴの製造コストの低減に向けた試験研究を進め、道産ＣＬＴの生産体制の構築を促進するな

ど、供給体制の整備に向けた取組も行っています。
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